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調達案件の概要、範囲

1 調達範囲 ー 調達仕様書から本調達で求める業務内容等を的確に理解し、網羅的に提案されて
いるか。［必須］ 必須 - - -

2 調達の背景や目的につい
ての理解度

仕様書1(2)、１
(3)

本調達の背景、目的、狙いについて正しく理解した上で、提案に臨んでいるか。[必
須] 必須 - - -

業務の実施内容

3 作業内容についての理解
度 仕様書３

調達仕様書の「３．作業の実施内容」の各業務内容について漏れなく提案されてい
るか。
[必須]

必須 - - -

4 確実なスケジュール管理 仕様書３(2)
　WBS手法を用いて、作業工程ごとに必要なタスクを分類・定義し、タスクごとに必要
となる作業量及び進捗管理基準等を示したスケジュール案が提案されているか。[加
点]

中 60 20 0～3

5 実態調査 仕様書３(3) 現場実態に合わせた目指すべき将来的なシステムの業務フローを整理するにあたり、
必要十分な調査先、ヒアリング項目等の提案がされているか。【加点】 小 30 10 0～3

6 実態調査 仕様書３(3) 調査手法及び調査結果の整理方法が具体的に提案されており、システムの改修又
は更改の検討に実用性が高いと認められるか。【加点】 大 90 30 0～3

7 評価・検討、要件整理 仕様書3(4)
システムの利便性の向上に資するシステムの改修又は更改を検討するにあたっての比
較検討対象となるSaaSの選定基準が経験に基づいて具体的に提案されているか。
【加点】

大 90 30 0～3

8 評価・検討、要件整理 仕様書3(4)
システムの利便性の向上に資するシステムの改修又は更改を検討するにあたっての費
用対効果等の評価手法が具体的に提案されており、実現性が高く、妥当性が認めら
れるか。【加点】

大 90 30 0～3

9 作業実施体制等 仕様書6(1)、
6(2)

本業務の推進体制及び本業務受注者に求める作業実施体制を踏まえた体制図の
案が具体的に提案されており、作業要員が調達仕様書6(2)に示す資格、専門知識
及び業務経験が整合していることが、根拠とともに記載されているか。[必須]

必須 - - -

10 作業実施体制等 仕様書6(1)、
6(2)

No７の必須要件に加えて、本業務を実施する上で特に優れた実績等、有用な提案
を示しているか（有益な資格の証明書等及び本業務の規模以上の実績と確認でき
る資料を添付すること）。[加点]

小 30 10 0～3

11 公的な資格や認証等の取得 仕様書9(1)(2) 調達仕様書に記載されている各資格を保持していることが、根拠とともに記載されてい
るか。[必須] 必須 - - -

12 受注実績 仕様書9(3) 仕様書に定める要件を満たしていることが提案書に記載されているとともに、要件を満
たしていることが確認可能な資料等が提案書に添付されているか。[必須] 必須 - - -

13 受注実績 仕様書9(3)
本件と同規模以上の「実態調査」及び「システムの改修又は更改に係る評価検討」
の類似業務の実績について、実績の内容及び有効性が十分に示されているか。[加
点]

大 90 30 0～3

その他

14 提案者の独自提案 ー 　本業務の実施等で求めている要件以外に、本業務を効率的・効果的に実施するた
めに有効と考えられる独自の提案を行っているか。［加点］ 中 60 20 0～3

15 プレゼンテーション ー
プレゼンテーションでは、提案内容を分かりやすく説明するとともに、質問や指摘に対し
て適切な応答を行ったか。プレゼンテーション用の資料を用いていた場合、提案書の要
点を適切に抜粋し、分かりやすい内容であったか。［加点］

中 60 20 0～3

加点(最大時) 600
基礎点 30
加点(最大時)＋基礎点 630

作業の実施体制、入札参加資格
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